
 

本校の 3 年生は総合的な学習の時間に福祉について取り組んでいます。視覚障害者、車い

す使用者、高齢者の疑似体験などを通して、当事者の気持ちになって考えることの大切さを学

びました。また、それだけではなく、見た目では判断できない生きづらさを感じている人がいるこ

とをクオーレの方に教えていただきました。その中でほんの少しの合理的配慮があれば、多くの

人が幸せに生活できることを知りました。直接お話を伺うことで、その後の子どもたちの学びが

大いに広がっていきました。 


